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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結

累計期間
第53期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 5,701 5,729 7,601

経常利益 （百万円） 360 307 368

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 228 223 285

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 229 233 272

純資産額 （百万円） 5,439 5,644 5,482

総資産額 （百万円） 6,479 6,654 6,674

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 37.76 36.77 47.08

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 37.21 36.63 46.50

自己資本比率 （％） 83.4 84.3 81.6

 

回次
第53期

第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.03 17.57

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策の継続を背景に、企

業収益や雇用・所得環境の改善等、引続き緩やかな回復基調が続いておりますが、海外経済の不確実性や金融資

本市場の変動の影響等、依然として先行き不透明な状況となっております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、原材料価格の高騰や人件費の上昇に加え、出店立地の選択に

おいて、競合各社による競争も激化しており、依然として厳しい経営環境が続くものと思われます。

このような状況の中、当社グループは平成28年６月新宿南口甲州街道店、平成28年８月秋葉原電気街口店を新

規オープンし、平成28年6月ニューヨーカーズ・カフェ高田馬場１丁目店、平成28年9月高田馬場１丁目店、平成

28年12月新宿ハルク横店を改装オープンいたしました。

今後も、更にお客様に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やホスピタリ

ティあふれるサービスの提供に努めてまいります。

また、店舗数につきましては、平成28年５月BLENZCOFFEE田町三田口店、平成28年８月カフェ・ルノアール国

立南口駅前店、平成28年９月高田馬場ビックボックス横店、平成28年12月BLENZCOFFEE神田小川町店を閉店致し

ましたので118店舗（内3店舗はFC)となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,729百万円(前年同期比28百万円増)、営業利益は281百万

円(前年同期比55百万円減)、経常利益は307百万円(前年同期比52百万円減)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は223百万円(前年同期比5百万円減)となりました。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、6,654百万円となり前連結会計年度末に比べ20百万円の減少となり

ました。これは主に、有形固定資産が51百万円、敷金及び保証金が16百万円増加したものの、現金及び預金が92

百万円減少したこと等によるものであります。

負債は1,009百万円となり前連結会計年度末に比べ182百万円の減少となりました。これは主に、未払法人税等

が51百万円、賞与引当金が63百万円、その他流動負債が17百万円、リース債務が37百万円減少したこと等による

ものであります。

また、純資産は5,644百万円となり前連結会計年度末に比べ162百万円の増加となりました。これは主に、利益

剰余金が143百万円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は84.3％(前連結会計年度末は81.6％)となりました。

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社銀座ルノアール(E03147)

四半期報告書

 3/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 6,252,004 6,252,004 － －

 (注) 「提出日現在発行数」欄には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日
　～

平成28年12月31日
－ 6,252,004 － 771,682 － 1,062,078

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 183,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,067,900 60,679 －

単元未満株式 普通株式 604 － －

発行済株式総数 6,252,004 － －

総株主の議決権 － 60,679 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

㈱銀座ルノアール
東京都中野区中央

4丁目60番3号
183,500 － 183,500 2.9

計 － 183,500 － 183,500 2.9

　（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は、183,526株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社銀座ルノアール(E03147)

四半期報告書

 6/14



1【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,133,507 2,041,066

売掛金 21,947 19,942

有価証券 12,054 －

商品 29,041 40,762

繰延税金資産 70,050 70,050

その他 172,209 169,300

流動資産合計 2,438,811 2,341,122

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,609,940 3,685,097

減価償却累計額 △2,473,908 △2,460,531

建物（純額） 1,136,031 1,224,566

工具、器具及び備品 384,216 371,925

減価償却累計額 △306,873 △296,009

工具、器具及び備品（純額） 77,342 75,915

土地 518,173 518,173

リース資産 235,272 235,272

減価償却累計額 △96,830 △132,120

リース資産（純額） 138,442 103,151

その他 2,454 2,454

減価償却累計額 △1,894 △2,104

その他（純額） 559 349

有形固定資産合計 1,870,549 1,922,155

無形固定資産   

商標権 1,040 －

ソフトウエア 12,765 17,307

無形固定資産合計 13,806 17,307

投資その他の資産   

投資有価証券 52,634 67,902

長期貸付金 81,076 78,022

敷金及び保証金 1,880,425 1,897,257

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 91,624 88,855

その他 145,738 141,914

投資その他の資産合計 2,351,499 2,373,951

固定資産合計 4,235,855 4,313,414

資産合計 6,674,666 6,654,537
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 93,940 104,840

短期借入金 80,000 80,000

リース債務 49,418 49,470

未払法人税等 139,449 88,276

賞与引当金 94,040 30,410

株主優待引当金 18,690 4,334

その他 333,585 315,668

流動負債合計 809,125 672,999

固定負債   

リース債務 96,312 59,203

役員退職慰労引当金 121,959 113,624

退職給付に係る負債 128,534 127,076

その他 36,239 36,687

固定負債合計 383,045 336,591

負債合計 1,192,171 1,009,591

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,067,453 1,062,078

利益剰余金 3,748,660 3,892,006

自己株式 △157,538 △142,057

株主資本合計 5,430,257 5,583,708

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 14,960 27,406

その他の包括利益累計額合計 14,960 27,406

新株予約権 － 1,016

非支配株主持分 37,277 32,814

純資産合計 5,482,494 5,644,946

負債純資産合計 6,674,666 6,654,537
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 5,701,409 5,729,739

売上原価 745,862 735,028

売上総利益 4,955,546 4,994,710

販売費及び一般管理費 4,618,088 4,712,924

営業利益 337,458 281,785

営業外収益   

受取利息 1,882 1,300

受取配当金 1,771 1,858

受取家賃 21,335 20,753

受取保険料 3,408 5,151

投資有価証券償還益 5,330 －

その他 5,476 4,695

営業外収益合計 39,203 33,759

営業外費用   

支払利息 560 514

不動産賃貸費用 3,448 3,208

撤去費用 4,192 289

賃貸借契約解約損 3,000 －

その他 5,348 3,620

営業外費用合計 16,550 7,633

経常利益 360,111 307,912

特別利益   

受取補償金 55,000 91,403

特別利益合計 55,000 91,403

特別損失   

固定資産廃棄損 882 7,889

特別損失合計 882 7,889

税金等調整前四半期純利益 414,228 391,426

法人税等 184,303 170,347

四半期純利益 229,925 221,079

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,142 △2,062

親会社株主に帰属する四半期純利益 228,782 223,141
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 229,925 221,079

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △317 12,445

その他の包括利益合計 △317 12,445

四半期包括利益 229,608 233,525

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 228,465 235,587

非支配株主に係る四半期包括利益 1,142 △2,062
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益における影響は軽

微であります。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費
 

213,003千円
 

 
204,851千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 60,484 10 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 78,630 13 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 37円76銭 36円77銭

 （算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
228,782 223,141

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
228,782 223,141

 普通株式の期中平均株式数（株） 6,058,296 6,068,187

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37円21銭 36円63銭

　(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

 普通株式増加数（株） 89,350 23,470

（うち新株予約権） (89,350) (23,470)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

    該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　聡　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ル

ノアールの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日か

ら平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保

管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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